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　心室細動による度重なる植込み型除細動器の適切作動を認め，下壁誘導に J波を伴う Brugada症

候群と診断された 38歳男性において，興味深いマッピング・アブレーション所見を認めたため報告

する．本症例は心エコー，心臓 MRIで器質的異常を認めず，心内膜側の bipolar voltage mappingも

正常であった．しかし，unipolar voltage mappingでは右室弁輪部で低電位領域を認め，心外膜側

の異常が疑われた．そのため，心外膜穿刺を行い，心外膜側の bipolar voltage mappingを行ったと

ころ，右室流出路前壁および下壁に分裂電位を伴った低電位領域が記録された．同異常電位を指標に

イリゲーションカテーテルで 20～ 25 W，41℃設定で，それぞれ 20～ 30秒間通電を行った．右

室流出路前壁の異常電位を通電後，V1，V2誘導の T波の陰性成分は減弱し，下壁の異常電位通電後，

Ⅱ，aVF誘導の J波波高は減弱し，S波が出現した．術後 30ヵ月の経過で心室細動の再発は認めてい

ない．現時点で，下壁誘導の J点上昇を伴った Brugada症候群において，心外膜側の低電位領域に

対しカテーテルアブレーションが行われた報告は，われわれが調べる限り見当たらない．なお，アブ

レーション後の中期経過は良好である．
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J点上昇を伴ったBrugada症候群において
心外膜アブレーションが奏功した 1例
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